






要約:ホスホリラーゼキナーゼ欠損症には種々の亜型が存在するが,その欠損部位に関して

は不明な点が多い。今回我々はホスホリラーゼキナーゼ欠損症6例の末梢血リンパ球と赤

血球を調べ,不活性型パターンをとる事を証明し,本症の酵素異常が活性化をうけ得ないよ

うな質的異常の可能性を示唆した。さらに蛋白レベル,遺伝子のクロ一二ングのため,鶏に

ウサギ筋肉から精製した本酵素を免疫し抗体を得た。肝型・筋型肝筋型の蛋白と遺伝子レ

ベルの検索を進め,ひいては本酵素の isozyme の発現機序を解明していきたい。 


